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　｢通常議員総会｣ を開催し下記議案が審議され、原案通り承認
されました。
　第 1号議案　令和 2年度事業報告及び収支決算報告承認の件
　第 2号議案　令和 3年度補正予算（案）承認の件
　第 3号議案　議員変更承認の件
（報告事項）
①令和 3年度小規模事業者経営改善資金審査委員委嘱について
②新規会員加入について
③ ｢第 22回四国酒まつり｣ 会計報告について
④ ｢三好市創業セミナー｣ 実施について
⑤不正経理に関する報告について

令和3年6月11日㈮　於：商工会議所 研修室 

令和3年6月25日㈮　於：レストハウスウエノ

「第202回常議員会」開催
「通常議員総会」開催

　総会終了後、以下のテーマによる研修会を開催しました。
　　【テーマ】コンプライアンスの推進について
　　【講　師】弁護士　松原 健士郎 氏

事 業 概 要
　令和2年度の我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響
により厳しい状況が続き、国や地方公共団体における様々な緊急
経済対策により一部に持ち直しの動きがみられたものの、経済の
水準はコロナ前を下回った状態にとどまり、経済の回復は道半ば
となっております。
　一方、三好地域では、元々地域経済の牽引役として重要な役割
を果たす中小企業・小規模事業者が人口減少・少子高齢化等に伴
う市場規模の縮小や人手不足、競争の激化等を背景に、厳しい経
営を強いられておりましたが、この度のコロナ禍により、特に飲
食や宿泊、旅客運送業では、売上が前年度比で概ね半分以下、全
業種で見ても2割超の減少が48%となるなど、非常に厳しい状
況となっております。（出典：「新型コロナウイルス感染症の影響
に関する調査結果（21/1見込み）」より）
　このような状況を踏まえ当所としては、会員事業者の皆様への
ご支援のため、三好市に対し単独で4回、県や国に対しても連名
で複数回、中小・小規模事業所支援の要望活動を行い、三好市独
自の持続化給付金や雇用維持助成金の創設、県の「新生活様式」
導入応援助成金や飲食店応援金の創設等々へと繋げるとともに
補助金等の申請支援に関しては、三好市給付金や県助成金、国持
続化給付金・家賃給付金等で約500件、これらを含む経営指導
員による経営や税務、金融、労働相談等についての巡回指導が約
1,000件、窓口相談が約2,500件、他にも社会保険・各種共催事
務の代行や記帳指導等々のご支援をさせて頂くとともに、会員事
業者の皆様に対する労働福祉の充実に向けた「すだち共済」の加
入促進にも細かく対応して参りました。
　また、中小企業の振興を市政の重要課題と位置づける「三好市
中小企業振興基本条例（H30/4）」が施行され、これを実現する
ための「三好市中小企業振興計画」が策定されておりますが、そ
の実働を担う当所は、計画が定める「経営基盤強化」として経営
者に知識や情報を提供する「経営計画策定支援セミナー」の開催、
「新規市場の開拓」として特産品情報の発信機能強化のための「三
好の逸品」登録の促進、「人材の確保と育成策」として「創業セミ
ナー」や「新入社員スキルアップセミナー」、「Web版合同就職面
接・説明会」の開催、「Web版就職ガイド」の利用促進、地元高校

生や中学生に対する「出前授業」、「職場体験学習」の実施、「三好
市優良従業員」の表彰等に積極的に取り組んで参りました。
　加えて、当所は、小規模事業者に寄り添った伴走型支援のため
の「経営発達支援計画に係る認定制度」及び税務、金融及び企業
財務に関する専門的知識や実務経験が一定のレベル以上である
「経営革新支援機関」の認定を受け、専門性の高い「伴走型小規模
事業者支援推進事業」を展開しており、2年度には3事業所に対
して、経営分析、経営計画作成による販路開拓支援等を行ってお
ります。
　さらに、県内中小企業の事業承継を推進するため、当会議所等
の経済団体や金融機関等で構成する「徳島県事業承継ネットワー
ク」の事業において、支援の充実を図るため、平成30年7月から
当所内に西部ブロックコーディネーター 2名を配置しており、2
年度の管内での実績としては、ブロックコーディネーターによる
個別訪問等を通して、延べ68の事業所から相談を受け、うち8
事業所で事業承継が完了しております。
　また、このようなコロナ禍の下でありますが、地域活性化とし
て、影響の大きい中心市街地の飲食店等に「希望の光として行灯」
を灯して頂く「まち灯り事業」や来場者数を制限した「歳末感謝
祭」、オープニングイベントに代え紹介番組を制作した「池田冬の
オブジェ」、Webを活用した「四国酒まつり」等を主導し、地域の
振興にも寄与して参りました。
　なお、昨年末には、当所を含む経済同友会（現：みよし地域商
工団体連合会）の時代から切望しておりました「新猪ノ鼻道路」が
開通しました。今後、人とモノの交流が格段に向上し、「池田」発
展の希望へと繋げることが期待されます。
　また、不正経理発覚を契機とするものですが、執行部・職員が
共に真摯に反省するとともに印章の規程整備や管理の見直し、複
写式領収書・トリプルチェック体制・外部監査等の導入、コンプ
ライアンス研修の定期開催、長期同一担当の解消等々適正な事務
執行を行い得る万全の執行体制を構築いたしました。
　今後におきましても、会員企業の皆様の経営改善・発達のため、
心新たに執行部・職員が一丸となって取り組んで参る所存です。
引き続き、ご理解・ご協力を賜りますよう、お願い申しあげます。

AWAIKEDA
Chamber of Commerce and Industry
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令和2年度　総 括 決 算 書

令和3年度
三好市内新規学卒就職者名簿

自　令和 2年 4月 1日
至　令和 3年 3月31日

〈 収入の部 〉　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
科 目 一般 会 計 相 談 所

特 別 会 計
収 益 事 業
特 別 会 計

特商負担金
特 別 会 計

退職給与資金
積立特別会計

財政調整積立金
特 別 会 計 合 計

会 費 7,311 7,311
事業収入 4,022 1,298 10,247 15,567
交 付 金 6,959 22,138 29,097
雑 収 入 1,710 434 2,144
繰 入 金 5,095 8,600 960 10,920 25,575
負担金収入 208 208
共済給付金 36 36
全国共済会運営益 1 1
前期繰越金 23,265 1,932 51 1 59,598 25,792 110,639
合 計 48,362 34,402 10,298 209 60,595 36,712 190,578

〈 支出の部 〉　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
科 目 一般 会 計 相 談 所

特 別 会 計
収 益 事 業
特 別 会 計

特商負担金
特 別 会 計

退職給与資金
積立特別会計

財政調整積立金
特 別 会 計 合 計

事 業 費 2,023 1,917 138 10 4,088
給与費（手当含） 9,657 25,627 35,284
福利厚生費 1,470 4,174 5,644
旅 費 52 62 114
事 務 費 3,620 209 305 3 4,137
会 議 費 79 79
渉 外 費 33 33
公課分担金 710 710
繰 出 金 2,300 960 9,600 195 12,520 25,575
その他の支出 519 519
給 付 金 0
修 繕 費 581 581
次期繰越金 27,899 1,453 255 1 48,075 36,131 113,814
合 計 48,362 34,402 10,298 209 60,595 36,712 190,578

専門家による経営相談のお知らせ 阿波池田商工会議所に専門家をお招きし、各種相談会を開催中です。
相談は無料ですが、予約が必要ですので、事前にご連絡ください。

・徳島県よろず支援拠点　出張経営相談・・・・・・・毎月第1・第3水曜日　10：00～ 16：00
・社会保険労務士　出張相談・・・・・・・・・・・・適時申込受付します。
・徳島県事業承継・引継ぎ支援センター　事業承継相談（常設）・・・・・平日　 8：30～ 17：00

令和3年度三好地域新入社員接遇
応対研修会開催

三好市経済の未来を担う若人を祝福
新規学卒就職者歓迎式

令和3年4月23日㈮

令和3年4月16日㈮

　本年4月に三好市内の企業に就職した新入社員を対象
に、社会人としての基礎知識を学んでもらい、一層のスキ
ルアップを目指してもらおうと、去る4月23日（金）に開
催しました。
　講師として、NTT西日本グループ テルウェル西日本㈱ 
インストラクターの祁答院千秋氏を招へいし、社会人とし
ての仕事と職場生活について、姿勢、あいさつ、言葉遣いな
どの基本マナーの必要性などを分かりやすく解説した約3
時間の研修会となりました。
　コロナ禍の影響で参加者は少
人数でしたが、直接講師の話を聴
き、コミュニケーションをとるこ
とでとても有意義な内容となりま
した。

　今春各種学校を卒業し、三好市内の企業に就職された
方々の歓迎式が、三好市・阿波池田商工会議所・三好市商
工会の主催により、去る4月16日（金）に開催されました。
本年度は、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から
新卒就職者はWebでの参加となりました。今春新規学卒
の対象者は、10事業所、14名で、うち6事業所、7名が出
席致しました。
　当日は、黒川三好市長・丸浦阿波池田商工会議所会頭・
谷口三好市商工会々長ら主催者と、来賓代表として三好市
議会より多田議長にご列席を賜り、歓迎と激励の言葉が送
られ、併せて記念品が贈呈されました。
　最後に新卒就職者を代表
して、株式会社谷口兄弟商会
（ホテルかずら橋）に入社され
た鳴石大輝さんからお礼のこ
とばが述べられました。

No. 事 業 所 名 対象者数 管　内

1 株式会社 谷口兄弟商会
（ホテルかずら橋） 1名 商工会

2 T.Y.ソリューション 株式会社 1名 〃

3 三好西部森林組合 2名 〃

4 株式会社 マナベ商事 1名 商工会議所

5 池田福助 株式会社 2名 〃

6 社会福祉法人 池田博愛会 1名 〃

7 池田薬草 株式会社 1名 〃

8 日本郵便株式会社
阿波池田郵便局 1名 〃

9 有限会社 ヤマト重機 1名 〃

10 株式会社 阿波銀行池田支店 3名 〃

計 14名

令和3年7月30日発行 No.325
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れ替わりがあった第3
号議案の新役員（案）の
承認、感染症の流行等
の非常事態下では事業
や総会を実現可能なか
たちで実施できるよう
に改正した4号議案の
会則変更の全てが承認されました。また、報告事項として事務
局から令和3年度の出前授業や職場体験学習、事業所見学への
ご協力の依頼、先進事業所視察のご案内、令和4年度の採用計
画ご提示の依頼が行われました。
　総会終了後、牧野三好労働基準監督署長から「働き方改革等
について」、白石三好公共職業安定所長から「雇用情勢等につい
て」のご講演、質疑応答の研修会を実施しました。

議題として令和2年度事
業報告並びに収支決算承
認の件、令和3年度事業
計画（案）並びに収支予
算（案）審議の件、規約の
改正（任期切れ後、会長
不在が約1月あり対応に苦慮するため、「会長は、徳島商工会議
所の代表を充てる。」こととする改正案）について提案され、審
議されましたが、全て原案どおり承認されました。

「第63回行政機関（県商工労働観光部）と徳島商工会議所連合会との連絡会議」
及び「徳島県商工会議所連合会 令和3年度定時総会」

「みよし地域しごと対策協議会 令和3年度 通常総会」

「池田支援学校での出前授業開催」

令和3年6月2日㈬
於：徳島グランヴィリオホテル

令和3年4月23日㈮
於：阿波池田商工会議所　3階ホール

令和3年7月9日㈮

　去る6月2日（水）、徳島市において、県下6会議所と行政機
関（県商工労働観光部）との連絡会議が開催されました。県か
らは令和3年度の商工労働観光部の組織、予算及び主要施策の
概要について説明があり、その後、コロナ禍の中での企業支援、
企業の在り方等について意
見交換が行われました。
　連絡会議終了後、引き続
き、徳島県商工会議所連合
会の定時総会が開催され、

　通常総会においては、次の議案が提案されました。
　第1号議案　令和2年度事業報告並びに収支決算報告承認の件
《監査報告》
　第2号議案　令和3年度事業計画（案）並びに収支予算（案）
　　　　　　　承認の件
　第3号議案　新役員承認の件
　第4号議案　会則変更の件
　審議の結果、コロナ禍の下ではあるものの池田高校3校に対
して、延べ8社が「出前授業」を実施したことや三好中学の職
場体験学習に8事業所が参加したこと、第3回「日本でいちば
ん大切にしたい会社大賞」に選ばれた西精工（株）への事業所
見学等の事業報告がなされた第1号議案はじめ、令和3年度に
は、対面とリモートのハイブリッドでの合同就職面接会を実施
する等の第2号議案の事業計画（案）、廃業や人事異動で人の入

【定時総会の風景】

【連絡会議の風景】

　去る7月9日（金）、徳島県立池田支援学校において出前授業
を実施しました。
　出前授業は、「みよし地域しごと対策協議会」の事業として、
今回は池田支援学校の中学2年生6名と中学3年生6名を対象
とし、㈱みかもと（社福）池田博愛会の地元2企業により、それ
ぞれ30分の講義と質疑応答という形成で行いました。
　最初の講義のテーマとしては「働くってどんなこと」と題し、
㈱みかもの金村社長から「私には仕事を通じて地域に貢献した
いという夢がある。働き出した頃は夢がなく、今の仕事は自分
がやりたかった仕事ではなかった。しかしながら、仕事の中で
お客様と接し感謝されることにより、今の仕事が好きになり人
に喜んでもらえることをやっていこうと思った。皆さんも最初
は自分がやりたい仕事に就けないことがあるかもしれないが、
どんな仕事においても「誰かが喜ぶことを考える」ことで、そ
の仕事がどんどん好き
になっていくと思う。
そうして頑張った先
に、みんなの夢が生ま
れてくるのではないか
と思う。」等のお話が
ありました。
　続いての講義では、（社福）池田博愛会より「社会人（働く人）
として必要なこと」をテーマに、最初は箸蔵山荘 木村課長か
ら、「まずは健康が第一。健康管理をし、働く体力づくり・持続
力をつけることが大事である。次に衣食住。身だしなみを整え、

しっかり食事と睡眠を
とり、安心した環境を
作ることが大切であ
る。安心した環境を作
るために大事なのは、
相談できる人をつくる
こと。困ったら周りの
人に助けを求めることである。また、しっかり働いたら、その
分しっかり遊ぶことも大切であり、休日は遊んだり、仕事に向
けてゆっくり体を休めることで、仕事も楽しくできるし、人生
も豊かになっていく。」等のお話がありました。
　次に、5つのグループに分かれて、法人本部事務局 岡副部長、
他5名の担当者により「どんな仕事でも、自分なりにやりがい
を見つけて楽しみをもって仕事に励んでほしい。仕事の中で具
体的な目標をもち、自分を必要としてくれている言葉や感謝の
言葉を直接貰えた時に、やりがいと喜びを感じることができ
る。働く上で大事なのは、素直な気持ち、学ぼうとする姿勢、挨
拶、しっかり気持ちを伝えることである。」等、個別に話を聞き、
質疑応答を行いました。
　生徒の皆さんにとっては、「働くこと、社会人として必要なこ
と」等について会社の代表者等から直接に「生の声」が聴けて
大変有意義なものであったと思われます。また、同時に企業側
とってもご自分の会社（団体）を深く理解して貰える絶好の機
会となりました。

㈱みかも

（社福）池田博愛会

令和3年7月30日発行No.325
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青年部だより青年部だより
令和3年度 定時総会‼ 令和3年度第1回合同研修会参加！

令和3年度 定時総会

ほっと！ホッとなまちづくり

女性会だより女性会だより

令和3年度新役員
役　職 氏 名 事 業 所 名

会　　 長 谷　　正彦 池田観光バス㈲
直 前 会 長 横山　篤志 studio A2C
副 会 長 前田　秀和 ㈲よねざわ池田店

〃 田原　典郎 ㈱田原工業
監　　 事 岡崎　義常 ㈲阿波池田浄化槽サービス

〃 木藤　誠治 ㈱南海
理　　 事 池尻英三朗 祖谷生コン㈱

〃 影本　陽一 ㈲データプロ
〃 久保　真二 ㈲中川衛生
〃 坂田　和哉 ㈲サカタ
〃 真鍋　浩章 ㈱マナベ商事
〃 三宅　雅春 ㈲MTS
〃 向井　教陽 ㈱ひいらぎ

令和3年度新役員
役　職 氏 名 事 業 所 名

会　　 長 井澤　利江 ㈲イサワ
副 会 長 上野　栄子 上野写真館

〃 住吉千恵美 ㈿阿波池田銀座街
〃 田口　芳子 田口クリーニング

理　　 事 小西　昌代 ㈱小西旅館
〃 近藤　和子 ㈲ユウアイコンサルティング
〃 坂部　幸枝 ㈲さかべ
〃 田野　良子 田野基康商店
〃 馬場　光代 ㈲馬場カメラ店
〃 平尾　優子 ㈱平尾
〃 星川　　恵 ビューティーホシカワ
〃 真鍋　郷美 ㈱マナベ商事
〃 真鍋みちよ ㈱真鍋本家
〃 向井　尚美 ㈱ひいらぎ
〃 元木　香代 ㈱セイア工業
〃 横山　裕子 ㈱横山商店

監 事 井本　敦子 井本米穀店
〃 真野　節子 スタジオサロン結

　令和3年度定時総会を書面総会に於いて開催致しまし
た。書面表決書による審議の結果、下記事項について、原
案通り異議なく承認されました。
　第1号議案 令和2年度事業・収支決算報告の件
　第2号議案 規約改正の件
　第3号議案 任期満了に伴う役員改選の件
　第4号議案 令和３年度事業計画・収支予算承認の件
　第5号議案 委員会の設置並びに再編の件　
令和3年度新会長に谷正彦氏が就任！
　「BRUSH UP YEG！！～青年経済人の青年経済人によ
る青年経済人として～研鑽・交流・発信を通じて、会員一
人一人の士魂商才を磨くことに注力するとともに、青年経
済人による次世代への継承と地域の経営発展、豊かで住み
よい郷土づくりに寄与していきます。」との所信のもと、新
執行部がスタートしました。

　6月29日（火）「徳島県商工会議所青年部連合会 第1回
合同研修会」が、鳴門YEG主管によりオンライン開催され
ました。講師には 立木写真館1883 代表 立木さとみ 氏を
お迎えし、『111年の時を超えて～日露戦争時の写真に見
る日露友好の記憶～』をテーマに講演いただき聴講いたし
ました。

　新型コロナウィルス感染拡大防止により、令和3年度の
定時総会は書面にて開催致しました。書面表決により、令
和2年度事業報告･収支決算報告、令和3年度事業計画･
収支予算等について審議を行い、原案通り異議なく承認さ
れました。
　また、本年度は役員改選の年に当たり、令和3年度の会
長には井澤 利江氏（有限会社イサワ）が再任、副会長に上
野 栄子氏（上野写真館）再任、住吉 千恵美氏（協同組合阿
波池田銀座街）新任、田口 芳子氏（田口クリーニング）新
任が就任致しました。
　新執行部のもと、女性会として地域経済の活性化、豊か
で活力に満ちた社会の実現のために活動して参ります。

　6月10日 (木 )、フレスポ阿波池田前の栄町ロータリー
で花の植替え作業を実施致しました。道行く人々の心の癒
しになればという想いで、今回はペンタスとガザニア、ア
ジサイを植えました。

まちおこしキャラクター『つたはーん』通信 !!
4月10日（土）　JR観光列車お出迎え（阿波池田駅）
5月 1日（土）　JR観光列車お出迎え（阿波池田駅）
6月 5日（土）　JR観光列車お出迎え（阿波池田駅）
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リレー執筆リレー執筆

池田の植物案内人 リトセア

おおらかに暮らすために
　アロマと薬膳を生活に活かす

セラピスト　寺 尾  和 代
　池田町白地でアロマテラピーと薬膳の自宅サロンとスクールを運
営しています。アロマテラピーは植物から抽出した香り成分の“精
油”を使い、こころと身体、美容と健康に役立てる自然療法の一つ
です。天然の植物の香りは瞬時に脳の深部に信号を送り、自律神経、
ホルモン、免疫に働きかけて整えてくれます。
　薬膳は中医学理論に基づき、一人一人の体調に合わせた食材を選
べるようになります。西洋のアロマテラピーと、東洋の薬膳を組み
合わせてセルフケアのお手伝いをしています。
　私は池田生まれ池田育ちですが、中学卒業後は県外に進学、就職。
結婚後は転勤族の夫と子供と共に各地を周り、2004年に帰郷。今
年で池田生活も 17年目になりました。
　私がアロマテラピーと出会ったのは池田に帰って来てから、子供
が中学生の頃です。数十年ぶりの地元は気軽に会える友人も居なく
て精神的にもキツイ状態でした。そんな時に良く行っていたお花屋
さんのアロマテラピー教室で心が癒された経験からアロマの資格を
取り、身近な人に私が教える様になっていきました。
　当時は中高年向けのフィットネスジムと診療所で働きながら数年
かけてアロマセラピスト資格も取り、子供たちが独立したのを機に

高松市のアロマテラピーサロンで 3年間セラピストと
して働きました。（池田から通い）その後独立して自
宅サロンを開業。自宅には薬草を生活に取り入れて、
お米や野菜作りが上手な母がいます。母はとても元気なので、
その生活スタイル（自然と共に生きる、天人合一、身土不二）
を受け継いでいきたいと思い薬膳に興味を持ち学び始めまし
た。
　また、身近にたくさんある植物から精油を採りたいと思う様
になり、水蒸気蒸留研究会に参加。石けん作りも習い、蒸留会
を開催したり地域資源を活かしたワークショップを開催出来
る様になりました。
　そして 2年前に自宅母屋の一室を教室にして、環境に優し
いライフスタイルの実践や、生徒様がそれぞれの場所で輝ける
様にフォローしています。
　昨年からはコロナ禍で人に直接触れる事が難しくなり、アロ
マトリートメントの仕事が減ったので、薬膳講座を始めまし
た。
　今後はコロナが落ち着いた後に、教室の生徒様達と地域のイ
ベントやボランティアに参加するのが目標です。
　小さなコトしか出来ませんが、これからも自分らしくおおら
かに暮らすために、リトセアを続けていきたいです。
　関わって下さる全ての皆様に感謝致します。今後ともどうぞ
よろしくお願い致します。

新入会員のご紹介 ～敬称略・入会順～
〈事業所名〉 〈代表者〉 〈所在地〉 〈業　種〉
山あい 緒 方  祐 貴 池田町ウエノ2618 飲食業
坂巻スポーツ 坂 巻  信 吾 池田町白地本名249-1 ラフティング等、アウトドアツアー
にしうち貸衣裳取次店池田店 竹垣 百合子 池田町マチ2192-6 貸衣装業
そば処 気楽 新 居  恵 子 池田町松尾大申160-3 飲食業
山ちゃん代行 山 下  賢 章 池田町白地本名50-1 運転代行業
合同会社サンパテック 中西 やよい 池田町白地ウマバ464 木･紙製品、農産物、企画・開発・販売業
K.Yガード株式会社 北 浦  恭 男 池田町トウゲ138-10 警備業
ロマン美容室 新居 美千代 池田町サラダ1893-1 美容業
スナック 冴 宮 内  京 子 池田町サラダ1758 飲食業
ハロー代行 城 下  美 幸 池田町州津西ノ久保323-2-7 運転代行業
［特別会員］株式会社 大久保 大久保 祥子 三野町加茂野宮1268 土木工事業

～ ご入会ありがとうございました ～

編集だより
　7月5日現在の会員事業所数は453事業所※となり、令和2年度
末（R3.3.31）現在の436事業所から大きく増えており、10を超え
る増加は、平成9年度以来の24年振りとなっております。※常議
員会及び総会の承認を経ていないものを含む。
　これは、コロナ禍の下、当所の動きが少なからず、関係している
ものと考えております。
　まず、会議所の主なミッションである地域の諸課題を解決するた
め、地域経済社会の代弁者として要望活動を積極的に展開し、その
実現を図って参りました。具体的には三好市に対し、市独自の即効
性のある支援策を講じて欲しい旨等の「新型コロナウイルス感染症
拡大を踏まえた中小・小規模事業者支援に関する要望」を第1弾か
ら第4弾まで行うとともに、オンライン開催となりました「第22回
四国酒まつり」への資金援助に関する要望も行っております。また、
昨年5月には、県知事を迎え、三好地域内の中小・小規模事業者の
実状をお伝えし、飲食業や観光業、旅客運輸業の支援等について要
望致しました。これらに加え県や国等に対し、徳島県商工会議所連
合会や四国商工会議所連合会等の構成員として、新型コロナウイル
ス感染症の影響を踏まえた様々な要望を行っております。
　その結果、市独自の持続化給付金や雇用維持助成金の創設、酒ま

つりへの資金補助、県の「新生活様式」導入応援助成金や飲食店応
援金の創設等々へと繋げることができました。
　また、助成金等の申請支援に関しましても当所の経営指導員が中
心となり約500件のご支援をさせて頂きました。またコロナ関連融
資の斡旋支援も10件、貸付決定総額は、約6000万円に上っており
ます。これらを含め指導員による経営や税務、金融、労働相談等に
ついての巡回指導や窓口相談が約3,500件、他にも社会保険・各種
共催事務の代行や記帳指導等々のご支援をさせて頂くなど、会員事
業者の皆様の最も身近な経済団体として伴走型でご支援させて頂き
ました。
　コロナウイルスの感染拡大は、一方で感染リスクを避けるため、
都市から地方への人の流れを生み、リモートワークへの転換やワー
ケーション等の新たな働き方が定着しつつあり、管内で新たに起業
する方も出て参りました。
　このため、今後は、この好機を活かし会員拡大に向け、「入会勧奨
活動」にも力を注いで参りたいと考えております。
　会員の皆様に於かれては、お知り合いの事業所で未加入のところ
がございましたら、当所へご一報いただければ、有り難いです。ど
うぞ、宜しくお願い致します。
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